
第２号様式の６（第 11条の４の 11 関係） 

自衛消防訓練実施結果記録書 

実 施 日 時 ２０２６年  ３月  ２７日  １３時１５分 から  １３時３０分 まで 

実 施 場 所 放課後等デイサービスメイプル 

実 施 範 囲 
   全 体 ・ 部 分  （     棟     階） 

訓 練 想 定 

（該当する□にチ
ェックをし、具体的
な 内 容 を 記 載 す
る。） 

☑ 火災 ・□ 地震 ・ □ その他の災害（        ） 

具体的な内容：ロッカー室より火災発生の想定での避難。 

非難手順 ※避難訓練の導入としてはじまりの会で説明。「お・か・し・も・の確認」 

①緊急地震速報の音が鳴ったらホワイトボード前に集合。 

②担当職員と手を繋ぎ点呼をとる。 

③靴を履き避難先のサイエンスドーム前の公園まで徒歩にて避難 

④到着後、安全確認をして点呼をとる。 

訓 練 項 目 等 

（該当する□にチ
ェックをし、参加人
員を記入する。） 

☑ 総 合 訓 練 １６名 

個別 

訓練 

□ 消火訓練 名 □ 通報訓練 名 

☑ 避難訓練 １６名  

□ その他（                ） 名 

訓 練 参 加 者 

内 訳 

従業者・居住者等（全員・一部）     １６ 名 

（うちパート・アルバイト     ３ 名） 

参加者内訳：自衛消防隊員           ０名 

自衛消防活動中核要員       ０名 

うち 本部中核要員  ０名（うち 防災センター要員 ０名） 

地区中核要員  ０名 

訓 練 指 導 者 職 児童発達支援管理責任者 氏名 中田奈保子 

結 果 へ の 意 見 

全 体 の 評 価 

始まりの会で避難訓練の説明をしたこともあり、訓練開始後も落ち着い

て取り組めていた。ふざけてしまう児童もいたが、緊張感をもって取り

組むように声を掛けた。経路も確認でき、問題なく行うことができた。 

推 奨 事 項 

職員の様子から子どもたちがいつ訓練するのか、察してしまうこともあ

ったため、事前に伝えることも大切だがもう少し突発的に行う形でも良

かったように感じる。今後に活かしていきたい。 

反 省 点 

避難用バッグの認識は出来ていたが、中身の確認を出来ていなかったた

め中身の確認をしていく。緊急用リュックを持つだけでなく、緊急連絡

先リストを持っていくことも意識していく。 

記 録 作 成 者 職 児童発達支援管理責任者 氏名 中田奈保子 

備考１ 総合訓練とは、火災の覚知又は発見から消防隊到着までの初期消火、通報連絡、避難誘導、消

防隊への情報提供などの一連の自衛消防活動に係る訓練をいう。 

２ 訓練の事前計画や実施記録等を別に作成した場合は、添付しておくこと。 

３ 自衛消防訓練実施結果記録書は、３年間保存すること。 

                      （日本産業規格Ａ列４番） 


